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１ . P E R S O N 鎌 倉 中 期 の 天 台 宗 か ら 出 た 僧 で 、 日 蓮 宗 （ 法 華 宗 ） の 開 祖 。 1

２ . 日 蓮 宗 の 題 目 。 語 義 ： 法 華 経 に 帰 依 し ま す 」 2「

３ . 日 蓮 宗 で 「 南 無 妙 法 蓮 華 教 」 の 題 目 を 唱 え る こ と 。 3

４ . B O O K 日 蓮 の 主 著 で 幕 府 の 執 権 に 日 本 を 亡 国 か ら 救 う 道 を 説 い た も の 4、 。

元 寇 を 予 言 、 日 蓮 宗 を 正 法 （ 正 し い 仏 教 、 他 宗 派 を 邪 教 と し た 。）

５ . 仏 教 が 日 本 に も た ら し た も の の 一 つ で 、 葬 送 の 儀 式 。 5

６ . 仏 教 が 日 本 に も た ら し た も の の 一 つ で 、 祖 先 供 養 の 儀 式 。 6

７ . 仏 教 が 日 本 の 道 徳 観 念 （ モ ラ ル ） に 影 響 を 及 ぼ し た 、 行 為 の 結 果 に 責 任 7

を 負 う （ 古 神 道 の 感 覚 的 で 美 的 な 価 値 判 断 か ら 脱 却 ） 考 え 方 の 一 つ で 、 過

去 の 善 悪 の 業 （ ご う カ ル マ ） に 応 じ て 現 在 や 未 来 の 幸 不 幸 が 生 ず る と す る

も の 。

８ . 仏 教 が 日 本 の 道 徳 観 念 （ モ ラ ル ） に 影 響 を 及 ぼ し た 、 行 為 の 結 果 に 責 任 8

を 負 う （ 古 神 道 の 感 覚 的 で 美 的 な 価 値 判 断 か ら 脱 却 ） 考 え 方 の 一 つ で 、 自

分 が 作 っ た 善 悪 の 業 の 報 い を 自 分 自 身 で 受 け る こ と 。

９ . 日 本 の 中 世 文 学 や 遁 世 者 の 文 学 に 見 ら れ る 仏 教 的 人 生 観 ・ 世 界 観 。 9

1 0 . P E R S O N 平 安 末 期 か ら 鎌 倉 初 期 の 歌 僧 。 俗 名 は 佐 藤 義 清 （ の り き よ 。 10）

2 3歳 で 無 常 観 を 痛 感 し て 出 家 「 願 わ く ば 花 の 下 （ も と ） に て 春 死 な む。

そ の 如 月 （ き さ ら ぎ ） の 望 月 （ も ち づ き ） の 頃 。」

1 1 . P E R S O N 明 治 末 期 か ら 昭 和 初 期 、 漂 泊 の 自 由 律 句 俳 人 「 分 け 入 っ て も 11。

分 け 入 っ て も 青 い 山 「 風 の 中 お の れ を 責 め つ つ 歩 く 。」、 」

12 . 日 本 の 能 楽 に 見 ら れ る 仏 教 的 価 値 観 「 柔 和 典 雅 な 優 美 さ 。 12。 」

13 . P E R S O N 能 楽 の 完 成 者 。 父 は 観 阿 弥 （ か ん あ み 。 13）

1 4 . B O O K 世 阿 弥 が 能 楽 を 大 成 し た 主 著 「 そ の 風 （ の 姿 ） を 得 て 、 心 よ り 14。

心 に 伝 う る 花 」 に た と え た 書 名 。

1 5 . 世 阿 弥 が 『 風 姿 花 伝 』 で 説 い た 、 時 分 の 花 （ 若 さ の 美 ・ 当 座 の 花 （ 精 15）

進 に よ り 得 ら れ る 美 ・ ま こ と の 花 （ 無 心 に よ り 得 ら れ る 幽 玄 の 美 。） ）

16 . 日 本 の 茶 道 に 見 ら れ る 仏 教 的 価 値 観 「 つ つ ま し く 、 お ご ら ぬ 心 。 16。 」

17 . P E R S O N 室 町 末 期 の 茶 の 湯 （ わ び 茶 、 茶 道 ） の 大 成 者 。 17

1 8 . 茶 道 の 心 得 で 一 生 で 一 度 出 会 う こ と 同 じ 主 客 の 顔 ぶ れ で あ っ て も 18「 」。 、

そ の 茶 会 は そ の 時 だ け の 邂 逅 と し て 心 を こ め る こ と を 説 い た 。

19 . 茶 道 が 重 視 す る 「 古 び て 、 お も む き が あ る 心 。 19」

T . Q .「 仏 教 が 日 本 文 化 に 与 え た 影 響 と は ？ 」

T. A .

古 く は 仏 教 を 大 陸 の 先 進 文 化 と し て 受 容 し 大 き な 役 割 を 果 た し た 。 ま た 、 因 果 応 報 ・ 自 業 自

得 と い う そ れ ま で の 日 本 に な か っ た 道 徳 観 念 を 与 え た 。 さ ら に 、 芸 術 面 で は 無 常 観 が 色 濃 く

西 行 に 代 表 さ れ る 遁 世 者 に よ る 中 世 文 学 や 、 世 阿 弥 の 能 楽 な ど の 幽 玄 の 美 、 千 利 休 の 侘 び 茶

の 心 に 影 響 を 及 ぼ し た 。


